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問題仕様

● ビットマップが与えられたとき、重ねあわせを考慮し
て、長方形以外の図形が存在すると断定できるか
否かを判定する

● 長方形の回転は考慮しなくていい

● 今回は図形が7個まで

● 全体のサイズが50*50まで



  

解法1 順列で調べる

● 存在する図形の種類A,B,C,...に対して、その全順列
(ABC,..., ACB,..., BAC,... など)を生成して、その順番
で重なり合っていると仮定して、矛盾が無いか調べる

● どれか一つでも大丈夫なら、長方形以外は存在しない
かもしれない

● 矛盾が無いかどうかは、順列中の順序全てについて、
正しい順序であるかを調べる

– A<B<C<Dなら、A<B,A<C,A<D,B<C,B<D,C<D
– A<Bが正しい条件は、Bを全て含む最小の矩形中

にAが存在しないこと
● あまりにもお粗末な方法だが、今回は計算量的にこれ

でも通る(7!*7C2*50^2)



  

解法2 深さ優先探索

● 深さ優先探索(DFS)を用いると、より高速に解ける

● 先の順列生成において、たとえばA,B,C,の時点で
既に矛盾が発生したとする

● ABCDE...であろうと、ABCED...であろうと、もうこ
れ以上調べる意味は無い

● 重なりの順を深さ優先探索で求めると、駄目になっ
た時点で枝刈が出来る
– 駄目な場合→枝刈が期待できる

– 安全な場合→一つでもそれが見つかった時点で探索を
終了できる



  

解法3 グラフに変換する

● 順序関係を最初に一度だけあらかじめグラフに変
換してしまうと、順序関係のチェックが一瞬(オー
ダー表記で言うところのO(1))で行えるようになる

● グラフへの変換は順序のチェックとほぼ同じ
– ある文字を囲む最小矩形の中に含まれる図形は、その

図形の上にあると考えられる

● その上で、順列を生成するかあるいはDFSを用い
て正しい順序の候補を見つける

● 計算量がビットマップサイズによらなくなる
● かなり図形の種類が多くなっても解けると思われる



  

解法4 トポロジカルソート

● 解法3でグラフに落としたものは順序関係

● 任意の順序関係に対してソートを行うアルゴリズム
としてトポロジカルソートというものが知られている

● トポロジカルソートが成功すれば、長方形の正しい
重なり方が存在する

● トポロジカルソートは深さ優先探索を用いて簡単に
実装できる上に、グラフのノード数の線形時間で計
算できる

● 何種類の文字が来ても基本的に大丈夫
● （トポロジカルソートについては、お手持ちの教科

書・参考書、Web上の資料等を参照してください）



  

まとめ

● どの手法でも、正しい順序を求めることが基本
● 簡単な方法によって計算量を劇的に縮小できる
● 上位を目指すみなさんはグラフやトポロジカルソー

トなどには慣れておきましょう


